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概要

国　　名 ： オーストリア共和国　Republic of Austria
人　　口 ： 約823万人
首　　都 ： ウィーン
国　　土 ： 83,858平方キロメートル
言　　語 ： ドイツ語
宗　　教 ： 約78％がカトリック教徒
通貨単位 ： ユーロ
平均寿命 ： 男性76.8歳、女性82.4歳（2007年）
国民1人当たりの国内総生産 ： 44.578米ドル（2007年）

建築の新し い 形に学ぶ

森と建物が
1つになった住宅

Photo：TAKASHI KATAHIRA/SEBUN PHOTO/amanaimages、オーストリア政府観光局、
Tourismus Salzburg GmbH、Hiromi Okishima
Multi-license with GFDL and Creative Commons CC-BY-SA-2.5 and older ver/taken by ignis 
Text:Masaki Takayasu　
地球地図：CraftMAP　http://www.craftmap.box-i.net/

オーストリア共和国

ヨーロッパの首都と謳われ

華やかな伝統文化を誇る

オーストリアのウィーンに

世界から人々が訪れ、環境建築の

シンボルになっている集合住宅がある。

フンデルトヴァッサー・ハウス：ウィーン市の企画で建
設された公共住宅。建築のテクニカルな部分をペー
ター・ペリカンが担当し、コンセプトやデザインを画家
のフンデルトヴァッサーが担当して建てられた。環境
建築のシンボル的な存在として人気を集めている。
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存
が
注
目
さ
れ
始
め
る
と
、
フ
ン
デ
ル

ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
人
気
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
彼
が

2
0
0
0
年
に
亡
く
な
っ
た
後
も
、
日

本
を
は
じ
め
、
世
界
で
回
顧
展
が
開
か

れ
、
会
場
に
は
多
く
の
建
築
模
型
が
展

示
さ
れ
た
。

　

彼
は
自
分
の
自
然
観
を「
５
枚
の
皮

膚
」に
例
え
て
い
る
。
一
番
内
側
に
あ

る
の
が
身
体
の
皮
膚
、
そ
れ
を
包
む
服

が
第
２
の
皮
膚
。
そ
し
て
、
住
居（
建

築
）が
３
番
目
、
次
に
地
域
環
境
、
最

後
の
５
枚
目
の
皮
膚
が
地
球
環
境
だ
。

　

彼
に
と
っ
て
、
建
築
と
は
単
な
る

物
で
は
な
く
、
自
分
の
皮
膚
の
延
長

で
あ
り
、
住
居
は
豊
か
な
自
然
環
境

と
一
体
に
な
っ
て
い
る
の
が
理
想

だ
っ
た
の
だ
。　

だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、

森
と
建
物
が
1
つ
に

な
っ
た
家
を
造
る
こ
と

に
情
熱
を
傾
け
、
建
築

が
地
域
の
自
然
環
境
に

極
力
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

な
い
設
計
に
こ
だ
わ
り
、

知
恵
を
絞
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
彼
が
ぜ

ひ
と
も
実
現
し
た
か
っ

た
ア
イ
デ
ア
が「
草
屋

根
」
だ
っ
た
。
家
を
建

て
る
こ
と
で
さ
え
ぎ
っ

フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ハ
ウ
ス

（
3
ペ
ー
ジ
の
写
真
）だ
。

　

ま
る
で
巨
大
な
植
木
鉢
の
よ
う
に
、

バ
ル
コ
ニ
ー
に
緑
が
茂
り
、
屋
上
に
は

木
々
が
枝
を
広
げ
て
い
る
。
壁
面
は

様
々
な
色
彩
の
漆し
っ
く
い喰
で
塗
り
分
け
ら

れ
、
そ
こ
に
８
種
類
の
形
の
窓
が
並

ぶ
。
規
格
や
効
率
性
が
優
先
さ
れ
る
一

般
的
な
公
共
集
合
住
宅
の
、
ま
さ
に
対

極
に
あ
る
自
由
奔
放
な
建
築
が
誕
生
し

た
き
っ
か
け
は
、
1
9
7
7
年
に
市
長

が
、
画
家
に
市
営
住
宅
の
構
想
を
依
頼

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
の
、
フ
リ
ー
デ
ン

ス
ラ
イ
ヒ
・
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

は
、
当
時「
色
彩
の
魔
術
師
」と
し
て
世

界
的
に
知
ら
れ
る
画
家
で
あ
り
な
が

ら
、
専
門
外
の
建
築
に
つ
い
て
も
斬
新

な
提
案
を
行
い
話
題
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ウ
ィ
ー
ン
市
内
一
等
地
の
公

共
住
宅
の
設
計
デ
ザ
イ
ン
が
彼
に
委
ね

ら
れ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
簡
単
に

は
進
ま
な
か
っ
た
。
彼
が
い
く
ら
ア
イ

デ
ア
を
建
築
家
に
伝
え
て
も
、
あ
ま
り

に
奇
抜
過
ぎ
る
と
の
理
由
か
ら
、
設
計

図
面
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
後
、
彼
を
理
解
す
る
建
築
家
を

て
し
ま
う
敷
地
分
の
光
を
、
な
ん
と
か

自
然
に
返
し
た
い
と
考
え
た
彼
は
、
建

物
の
空
に
向
い
て
い
る
面
を
可
能
な
限

り
緑
地
に
し
た
。
屋
上
や
バ
ル
コ
ニ
ー

に
は
土
が
入
れ
ら
れ
、
多
く
の
木
々
が

植
え
ら
れ
た
。

　

竣
工
当
時
、
植
栽
し
た
若
木
が
、
現

在
で
は
大
木
と
な
り
森
の
よ
う
に
鬱う

っ
そ
う蒼

と
し
、
彼
の
建
物
と
ま
さ
に
1
つ
に
共

生
し
て
い
る
。

　

面
白
い
ア
イ
デ
ア
は
ほ
か
に
も
あ

る
。
本
来
、
直
線
で
平
ら
な
は
ず
の
屋

内
の
壁
や
床
が
、
微
妙
に
う
ね
っ
て
い

る
の
だ
。
こ
れ
は「
自
然
界
に
直
線
は

存
在
し
な
い
」と
い
う
彼
の
提
案
で
、

実
際
の
建
築
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
タ
イ
ル
、
レ
ン
ガ
と

い
っ
た
硬
質
な
素
材
を
使
い
な
が
ら
、

心
地
よ
く
柔
ら
か
な
室
内
空
間
を
つ
く

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

環
境
意
識
が
現
在
ほ
ど
一
般
的
で
は

な
い
時
代
に
、
絵
画
で
環
境
の
大
切
さ

を
訴
え
る
だ
け
だ
っ
た
ら
、
多
く
の
人

が
振
り
向
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
彼
は
誰
も
が
理
解
で
き
る
住
宅
と

し
て
、
新
し
い
住
ま
い
を
提
案
し
た
。

そ
れ
が
ウ
ィ
ー
ン
の
公
共
住
宅
フ
ン
デ

ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ハ
ウ
ス
だ
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
彼

の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ご
み
焼
却
場
兼
地

域
暖
房
施
設
、
美
術
館
、
温
泉
保
養
施

設
、
教
会
な
ど
が
あ
る
。

画
家
の
手
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
建
築

建物で埋め尽くされた大地を
自然に返す屋上緑化

建 築 の 新 し い 形

森と建物が１つになった住宅 オーストリア
に 学 ぶ

得
て
、
よ
う
や
く
工
事
に
着
手
し
た
後

も
、
困
難
は
絶
え
な
か
っ
た
。
従
来
の

工
法
が
当
て
は
ま
ら
な
い
彼
の
イ
メ
ー

ジ
を
実
際
の
三
次
元
に
造
り
上
げ
て
い

く
の
が
至
難
の
業
だ
っ
た
か
ら
だ
。
彼

は
し
ば
し
ば
自
分
も
作
業
着
姿
で
現
場

に
立
ち
、
さ
な
が
ら
彫
刻
作
品
を
制
作

す
る
よ
う
に
、
こ
の
建
物
を
造
り
上
げ

て
い
っ
た
。

　

約
10
年
の
歳
月
を
要
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
完
成
す
る
と
、
大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ
と
い
う
。
内
部
見
学
に
実
に

7
万
人
が
訪
れ
、
入
居
希
望
者
は
定
員

を
大
き
く
上
回
っ
た
そ
う
だ
。

　

時
を
経
て
、
都
市
と
自
然
環
境
の
共

『フンデルトヴァッサー』
「5枚の皮膚を持った画家王」
と副題のついた本書は、絵画
から建築まで彼の作品がコン
パクトにまとまっている。
／ピエール・レスタニー著　
￥ 1,575／タッシェン

『フンデルトヴァッサー建築』
多くの図版やスケッチで彼の
建築作品やその思想を知るこ
とのできる貴重な本、その日本
語版。
￥6,195／タッシェン

終わりなき街
The endless City;Etching,76x56cm　Vienna,1988

家
は
人
間
に
と
っ
て
の

3
番
目
の
皮
膚

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

央
に
位
置
し
、
現
在
の
国
土
は
北
海
道

ほ
ど
の
小
さ
な
国
だ
。
し
か
し
、
か
つ

て
は
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。
血

縁
制
度
と
政
略
結
婚
に
よ
り
、
広
大
な

領
土
を
有
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
、

そ
の
本
拠
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都

ウ
ィ
ー
ン
に
置
い
て
い
た
こ
と
で
、
こ

の
街
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
都

市
と
し
て
長
い
繁
栄
を
築
い
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に
、

「
ウ
ィ
ー
ン
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

す
べ
て
の
時
代
の
建
築
が
あ
る
」と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
異
な
る
様
式
の
建
物
が
立
ち

並
び
、
美
し
い
街
並
み
を
誇
っ
て
い
る
。

　

建
築
家
ハ
ン
ス
・
ホ
ラ
イ
ン
設
計
の

「
ハ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」の
近
代
的
な
ガ
ラ

ス
壁
面
に
、
12
世
紀
創
建
と
も
い
わ
れ

る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大

聖
堂
が
映
り
込
む
。
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
曲
線
を
活
か
し
た
ア
ー
ル
デ

コ
様
式
の
建
築
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

直
線
美
を
追
求
し
た
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー

ス
の
建
物
が
広
場
に
現
れ
る
。
伝
統
と

革
新
が
絶
え
ず
融
合
し
、
多
く
の
著
名

な
建
築
家
が
、
こ
の
街
を
舞
台
に
活
躍

し
て
き
た
。

　

そ
ん
な
名
建
築
ぞ
ろ
い
の
ウ
ィ
ー
ン

中
心
部
に
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
建

物
が
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
市
の
市
営
住
宅

と
し
て
１
９
８
６
年
に
建
設
さ
れ
た

　1928年にウィーンに生まれたフンデルトヴァッサーは、画家、
建築家である以前に「自分は1人の人間だ」と発言している。こう
した彼の態度は終生変わらなかった。人間らしく、創造的に日々
を送ること、そのための芸術であり、建築なのだと彼は訴えた。
　自分の木造船（雨の日丸）で世界を旅しながら暮らした彼は、
日本とのつながりも深い。日本の浮世絵に興味を持ち、伝統的
な浮世絵摺

す り し

師との共同作業で、多くの木版画作品を残してい
る。フンデルトは「百」、ヴァッサーは「水」を意味することから、

「百水」を名乗って刻印した。右のエッチング作品「終わりなき
街」は、街そのものが樹木のような形をしている。光は全体に降
り注ぎ、最上部に降った雨は、各階を潤し、やがて大地に返る。
2000年の没後も、彼のデザインによる建築プロジェクトは、各
地で継続された。また、日本をはじめ世界で展覧会が開かれ、そ
の人気は衰えていない。

和名を「百水」と名乗ったフンデルトヴァッサー

フリーデンスライヒ・
フンデルトヴァッサー氏
Friedensreich Hundertwasser
1928－2000

シュテファン大聖堂（右）とハース・ハウス（左）。ウィーンでは様々な時代の建築を見ることができる。

フンデルトヴァッサーの美術館「クンスト・ハウス」の庭に設けられたカフェ。
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周
辺
に
比
べ
、
都
市
部
の
気
温
が
異

常
な
高
温
と
な
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
は
、
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
す
。
こ
の
現
象
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
く
る
に
従
い
、
熱
上
昇
を
緩
和

す
る
緑
地
の
重
要
性
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
地
価
の
高
い
都
市
部
に
新
た
な

緑
地
を
造
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
屋
上
や
壁
面
緑
化
だ
。
東
京
都

は
2
0
0
1
年
の『
東
京
に
お
け
る
自

然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
』の

改
正
で
、
1
0
0
0
㎡
以
上（
公
共
施
設

は
2
5
0
㎡
以
上
）の
敷
地
に
新
築
、
増

　ベートーベン、モーツァルト、シューベルト、ハイドン、ブラームス
等々。世界の音楽都市といわれるウィーンをはじめ、オーストリア各都
市には、クラシック音楽を愛する人にとって憧れの音楽家ゆかりの史
跡が数多い。
　2009年はヨーゼフ・ハイドンの没後200年に当たり、ウィーンやア
イゼンシュタットほかオーストリア国内のゆかりの地で、数多くの記念
コンサートや展覧会が開催されている。
　日本からも多くの愛好家が訪れるザルツブルク音楽祭など、ほとんど
の音楽祭は夏から秋に集中的に行われている。詳しくは、オーストリア
政府観光局のホームページ「オーストリアの休暇公式ガイドブック」で。
http://www.austria.info/jp/

音楽の国、オーストリアの魅力

column

上／ウィーン楽友教会（通称 ムジークフェライン）は
1812年に設立された。建物は1870年に完成。黄金に輝
くゴールデナー・ザール（大ホール）は、世界で最高の音
響効果を持つコンサートホールとして有名で、元日の
ウィーン・フィルのニューイヤーコンサート会場になる。
右／ドナウ川の支流ウィーン川沿いにある市立公園の

「ワルツ王」ヨハン・シュトラウス２世の像。

く
ね
っ
た
壁
や
床
な
ど
、
フ
ン
デ
ル
ト

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ハ
ウ
ス
と
同
じ
、
特
徴

的
な
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
阪
市
の
中
心
部
に
あ
る

「
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
大
阪
」の
ビ
ル
屋
内
に

造
ら
れ
た「
こ
ど
も
の
街
」部
分
が
、
彼

の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
は「
日
本

の
若
者
た
ち
へ
」と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
、「
清
ら
か
な
も
の
」を
尊
ん
だ
伝

統
的
な
日
本
文
化
に
限
り
な
い
共
感
を

寄
せ
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
美
徳
を

現
代
の
日
本
が
忘
れ
か
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
、
警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

25
年
近
く
前
に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
建
て

ら
れ
た「
森
と
建
物
が
１
つ
に
な
っ
た

住
宅
」は
、1
人
の
画
家
の
常
識
を
超
え

た
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

た
と
え
都
会
の
住
居
で
あ
っ
て
も
、

木
々
に
囲
ま
れ
て
、
自
然
を
感
じ
な
が

ら
人
間
的
に
暮
ら
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
常
識
を
疑
い
、
自
由
に
発
想

の
翼
を
広
げ
て
み
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

理
想
の
家
を
実
現
で
き
る
。
彼
の
シ
ン

プ
ル
な
呼
び
か
け
は
、
現
在
、
世
界
各

地
で
緑
化
建
築
と
な
っ
て
受
け
継
が

れ
、
都
市
環
境
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

右／大阪市環境局 舞洲工場。2001年4月
竣工。焼却施設と粗大ごみの破砕設備が
併設され、最新の公害防止施設の採用や
余熱利用を行っている。
左／キッズプラザ大阪　手軽にフンデルト
ヴァッサーのデザイン空間を体験できる。
http://www.kidsplaza.or.jp/

2007年にグランドオープンした複合緑化都市「なんばパークス」。ビル単体
が屋上を緑化するという従来の方法に対して、緑と施設の融合を図ってい
る。屋上公園約11,500㎡のうち5,300㎡が緑化部分になっている。ヒートア
イランド現象の緩和で見ると、屋上緑化部分と非緑化部分（カラーコンクリー
ト）で比較した場合、気温31.1℃で、緑化部分29.2℃、非緑化部分
45.6℃。その差は実に16.4℃も違う。（写真提供：なんばパークス）

築
を
す
る
場
合
は
、
敷
地
内（
建
築
物
上

を
含
む
）の
緑
化
を
義
務
付
け
て
い
る
。

屋
上
や
壁
面
の
緑
化
は
、
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
断
熱
、
防
音
、
保
水
、

生
態
系
の
回
復
に
加
え
、
都
市
景
観
の

向
上
に
も
役
立
つ
。ま
た
、建
物
の
利
用

者
、居
住
者
に
と
っ
て
は
、オ
ア
シ
ス
と

し
て
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

屋
上
敷
地
の
緑
化
は
、
床
面
積
を
減

ら
さ
ず
に
済
む
こ
と
も
あ
り
、
次
々
に

ユ
ニ
ー
ク
な
屋
上
緑
化
が
誕
生
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
複
合
緑
化
都
市
を
実
現

し
た「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
」や
森
ビ
ル
が

提
唱
す
る
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
・

シ
テ
ィ（
立
体
的
な
緑
園
都
市
）な
ど
、

温
暖
化
を
見
据
え
た
住
環
境
へ
の
取
組

み
は
、
都
市
づ
く
り
に
ま
で
発
展
し
て

い
る
。

　

屋
上
緑
化
が
現
実
の
風
景
と
し
て
都

市
の
景
観
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、

ウ
ィ
ー
ン
の
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ

サ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
紹
介
さ
れ
る
機
会
が

増
え
て
い
っ
た
。
も
と
も
と
、
草
屋
根

は
古
く
か
ら
民
家
な
ど
で
採
用
さ
れ
て

き
た
伝
統
的
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
こ

れ
を
都
市
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
に

活
用
し
、
ガ
ー
デ
ン
と
呼
べ
る
ま
で
に

発
展
さ
せ
て
み
せ
た
の
は
、
彼
な
ら
で

は
の
秀
逸
な
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。
都
市

部
で
あ
っ
て
も
、
自
由
な
発
想
さ
え
あ

れ
ば
、
自
然
と
共
存
す
る
住
宅
を
造
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
世
界
有
数
の

建
築
都
市
ウ
ィ
ー
ン
で
実
証
し
て
み
せ

た
功
績
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
に
も
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
建
築
が
大
阪
に
残

さ
れ
て
い
る
。
大
阪
市
の
関
係
者
が

ウ
ィ
ー
ン
を
視
察
で
訪
れ
た
際
に
、
彼

の
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ュ
ピ
ッ
テ
ラ
ウ
・

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト（
ご
み
焼
却

場
と
余
熱
を
利
用
し
た
、
地
域
へ
の
大

規
模
暖
房
施
設
）を
見
学
し
た
こ
と
で

建
設
が
実
現
し
た
。

　

１
つ
は
地
上
７
階
、
地
下
2
階
の
巨

大
な
ご
み
焼
却
場「
舞ま

い
し
ま洲

工
場
」。
ご
み

焼
却
時
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
換

え
、
工
場
と
地
域
に
供
給
し
て
い
る
。

　

舞
洲
工
場
と
道
を
挟
ん
だ
反
対
側
に

は
、
大
阪
市
内
の
各
下
水
処
理
場
と
地

下
パ
イ
フ
で
結
ば
れ
、
汚
泥
な
ど
を
集

中
処
理
す
る「
舞
洲
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン

タ
ー
」が
あ
る
。
処
理
し
た
汚
泥
は
建

設
資
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
最
新
の
環
境
施
設
を
備
え
て
い
る

こ
と
が
、
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の

心
を
動
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
に
応

じ
た
と
い
う
。

　

ど
ち
ら
の
施
設
に
も
屋
上
緑
化
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
窓
の
装
飾
や
曲
が
り

　日本で本格的なウィーンのカフェを堪能できるのが、東京・青山
にオープンした「カフェ ラントマン」。ウィーンの本店は、1873年に
誕生した由緒ある店。その本店を忠実に再現した店内は、外光が
差し込むテラス席と、落ち着いた屋内席がある。
　バリエーション豊かなコーヒーメニューは、目移りするほど、どれも
魅力的だ。ランチ、ディナータイムには、伝統あるウィーン料理を楽
しむこともできる。

　ウィーンに暮らす人々は、自分の居間のように
お気に入りのカフェに足しげく通う。朝には新聞
に目を通しながら、ゆっくりとコーヒーを味わい、昼
には軽い食事を。灯がと
もる時刻ともなれば、仲
間と語り合う。カフェハウ
スの歴史的な建築や調
度品に囲まれながら楽し
むコーヒーは、優 雅な
ウィーン文化を味わう贅
沢な時間だ。

Data 東京都港区北青山3-11-7　AOビル4F　Tel：03-3498-2061
http://www.giraud.co.jp/landtmann/

日本で味わうオーストリア料理

CAFE LANDTMANN（東京・青山）
ウィーンのカフェ文化

“ウィーンで最もエレガントなカフェ”の海外1号店

ヒートアイランドを
緩和する屋上緑化

日
本
に
も
あ
る

フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
建
築

都
市
環
境
を
考
え
る
上
で

欠
か
せ
な
い
緑
と
の
共
存

コ ー ヒーと 泡 立 てた
フォームミルクの「メラ
ンジュ」（900円）。ケー
キは濃厚なチョコレート
の味わいが堪能できる
ザッハトルテ（650円）。

自
由
な
発
想
に

時
代
が
追
い
つ
く

ハイドンも幼少時代一員だった
ウィーン少年合唱団は、王宮礼拝
堂の日曜ミサに参加する。一般の
観光客もチケットを購入すれば、
日本でもおなじみの「天使の歌
声」を聴くことができる。

建 築 の 新 し い 形

森と建物が１つになった住宅 オーストリア
に 学 ぶ

写真は「カフェ ラントマン」
のウィーン本店。
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ぜ
ひ
と
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
平
瀬
氏
）

　

そ
こ
で
同
社
で
は
、2
0
0
6
年
か

ら
そ
の
対
策
に
向
け
た
検
討
を
開
始
。

2
0
0
8
年
4
月
に
は
、電
気
集
塵
機

を
改
め
て
導
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

4
社
の
メ
ー
カ
ー
に
提
案
依
頼
を
行
い

ま
し
た
。

「
既
に
集
塵
機
13
台
を
導
入
し
て
い
な
が

ら
思
う
ほ
ど
効
果
が
挙
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
背
景
も
あ
り
、仮
に
各
社
の
提
案
す

る
電
気
集
塵
機
を
導
入
し
て
も
、そ
れ
で

納
得
い
く
成
果
が
得
ら
れ
る
か
は
半
信

半
疑
で
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、唯
一
、導

入
前
に
実
機
を
使
っ
て
現
場
で
効
果
を

検
証
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

を
し
た
の
が
山
武
で
し
た
」（
能
勢
山
氏
）

　

早
速
、ア
ネ
ス
ト
岩
田
で
は
山
武
の
提

案
を
受
け
入
れ
、２
０
０
８
年
7
月
に
実

際
の
工
作
機
械
加
工
室
で
の
実
機
検
証

に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
と
き

実
施
し
た
の
は
、現
行
の
集
塵
機
13
台
を

稼
働
さ
せ
た
ま
ま
、山
武
の
静
電
式
電

気
集
塵
機「TR

IO
N

（
ト
ラ
イ
オ
ン
）」1

台
を
工
作
機
械
に
局
所
集
塵
と
し
て
設

置
し
、効
果
を
測
定
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

「
そ
の
結
果
は
、既
存
機
器
に
比
べ
て

TR
IO
N

単
体
の
集
塵
効
率
の
良
さ
は
十

分
に
認
識
で
き
た
も
の
の
、空
間
の
浮
遊

オ
イ
ル
濃
度
の
低
減
に
つ
い
て
は
、想
定

し
て
い
た
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
」（
能
勢
山
氏
）

　

こ
れ
を
受
け
、山
武
か
ら
は
既
存
機
器

を
全
面
的
に
停
止
さ
せ
た
環
境
で
、

T
R
IO
N

２
台
を
稼
働
さ
せ
て
再
度
、実

機
検
証
を
行
い
た
い
と
い
う
提
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。加
工
現
場
の
特
性
な
ど
も

加
味
し
て
、既
存
機
器
と
の
併
用
で
は
、

TR
IO
N

が
十
分
に
効
果
を
挙
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
判
断
が
山
武
側
に
あ
っ
た
の

で
す
。そ
し
て
２
０
０
９
年
2
月
に
は
、

2
回
目
の
検
証
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
2
回
目
の
検
証
で
は
、計
測
し
た
8
地

点
平
均
で
53
％
以
上
の
浮
遊
オ
イ
ル
濃

度
の
低
減
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、そ

う
し
た
定
量
的
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、検

証
の
実
施
を
知
ら
な
い
従
業
員
を
呼
ん

で
み
た
と
こ
ろ
、床
の
感
触
や
空
気
の
ク

リ
ア
さ
、臭
い
な
ど
、す
べ
て
の
点
で
大
幅

に
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
想
を
得

ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に“
肌
で
感
じ
ら
れ

る
”効
果
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
」（
高
橋
氏
）

　

検
証
で
の
好
結
果
は
も
ち
ろ
ん
、導
入

前
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
た
と
い
う
対

応
を
評
価
し
て
、２
０
０
９
年
3
月
、ア
ネ

ス
ト
岩
田
で
はTR

IO
N

の
導
入
を
正
式

決
定
、4
月
に
導
入
し
ま
し
た
。そ
し
て

現
在
、同
社
横
浜
工
場
の
工
作
機
械
加
工

室
に
は
、3
台
のTR

IO
N

が
設
置
さ
れ
て

稼
働
し
て
い
ま
す
。導
入
後
は
、検
証
で
得

ら
れ
た
結
果
か
ら
想
定
し
て
い
た
と
お
り

の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
従
来
は
、現
場
の
空
気
の
よ
ど
み
や
臭

い
な
ど
を
気
に
し
て
従
業
員
が
マ
ス
ク

な
ど
を
装
着
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、現
在
で
は
そ
う
し
た
必
要

も
な
く
、従
業
員
に
と
っ
て
快
適
な
作
業

環
境
が
実
現
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
は
作
業
効
率
に
も
好
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
」（
箭
内
氏
）

　

実
の
と
こ
ろ
今
回
のTR

IO
N

導
入
コ

ス
ト
は
、従
来
機
器
の
約
3
倍
程
度
を
要

し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
金
銭
的

負
担
も
、従
業
員
の
安
全
衛
生
に
は
代
え

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
同
社
の
考
え
で

す
。そ
の
一
方
、TR

IO
N

の
導
入
は
運
用

コ
ス
ト
面
で
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、従
来

機
器
に
比
べ
た
電
気
料
金
の
削
減
、さ
ら

に
従
業
員
が
週
2
～
3
回
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
た
床
清
掃
も
不
要
と
な
り
、大

幅
な
経
費
節
減
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

「
当
社
で
は
、以
前
よ
り“
世
界
一
き
れ
い

な
工
場
を
目
指
す
”と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
き
ま
し
た
。ま
た
、『
儲
か
る
5
S
＊3

で

生
産
効
率
を
上
げ
る
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
社
を
挙
げ
て
推
進
し
、他
工
場
を
含

め
ク
リ
ー
ン
な
作
業
環
境
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
」（
平
瀬
氏
）

　

空
気
圧
縮
機（
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）、塗
装

機
、真
空
機
器
と
い
う
3
つ
の
分
野
で
、国

内
外
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
各
種
製
品

を
製
造
・
販
売
す
る
ア
ネ
ス
ト
岩
田
株
式

会
社
。同
社
は
1
9
2
6
年
に
創
業
、翌

年
に
国
産
初
と
な
る
塗
装
用
ス
プ
レ
ー
ガ

ン
を
開
発
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、1
9
9
1
年
に
は
世
界
初
の
オ
イ

ル
フ
リ
ー
ス
ク
ロ
ー
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を

開
発
。そ
れ
は
、圧
縮
エ
ア
の
用
途
を

一
般
工
業
用
か
ら
、半
導
体
、食
品
加
工
、

医
療
関
連
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
と
拡
大
す

る
大
き
な
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、常
に
新
た
な
顧
客
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
る
同
社
で
す
が
、そ
う
し
た
先
進
的

な
姿
勢
は
、同
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
様
々
な
局

面
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業

員
の
安
全
衛
生
追
求
の
た
め
の
取
組
み

な
ど
も
そ
の
好
例
で
す
。

　

ア
ネ
ス
ト
岩
田
で
は
、秋
田
、福
島
、そ

し
て
本
社
の
あ
る
横
浜
に
工
場
を
設
置

し
、そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
製
品
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
う
ち
、主
に
真

空
ポ
ン
プ
や
ス
ク
ロ
ー
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

な
ど
を
製
造
し
て
い
る
の
が
横
浜
工
場

で
す
。

　

横
浜
工
場
で
扱
う
製
品
の
部
品
は
、20

年
ほ
ど
前
よ
り
ア
ル
ミ
製
の
も
の
へ
と
移

行
し
て
き
て
い
ま
す
。ア
ル
ミ
は
従
来
の

鉄
な
ど
に
比
べ
熱
膨
張
率
が
高
い
の
で
、

工
作
精
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、加
工

現
場
の
恒
温
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、横
浜
工
場
で
は

ア
ル
ミ
部
品
へ
の
移
行
に
伴
い
、工
作
機

械
加
工
室
を
恒
温
空
調
空
間
と
し
、温
度

を
一
定
に
保
て
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
、

部
品
切
削
用
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
＊1

か

ら
発
生
す
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
＊2

が
工
作
機

械
加
工
室
内
に
充
満
し
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
で
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、10
年

ほ
ど
前
か
ら
部
品
加
工
用
の
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
に
直
結
す
る
タ
イ
プ
の
フ
ィ
ル
タ

式
集
塵
機
8
台
、さ
ら
に
天
井
取
付
け
タ

イ
プ
の
集
塵
機
5
台
の
計
13
台
が
第
一

及
び
第
二
加
工
室
で
稼
働
し
て
い
ま
し

た
が
、フ
ィ
ル
タ
式
で
は
1
ミ
ク
ロ
ン
以

下
の
微
粒
子
の
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
は
捕
集

で
き
な
い
こ
と
や
、経
年
劣
化
の
要
因
も

加
わ
り
こ
れ
ら
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
床
全
体
が
油
で
ベ
タ
つ
い
て
い

て
、室
内
の
空
気
も
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
に
よ

る
独
特
の
臭
い
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

浮
遊
し
て
い
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
に
冬
季

暖
房
機
使
用
時
に
水
分
が
付
着
し“
も

や
”が
か
か
っ
た
状
態
が
発
生
す
る
な
ど

工
作
機
械
加
工
室
で
作
業
す
る
従
業
員

か
ら
も
環
境
改
善
の
要
求
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。安
全
衛
生
と
い
う
観
点
か
ら
、

所　在　地：神奈川県横浜市港北区
                 新吉田町 3176
設　　　立：1948 年 6 月
事 業 内 容： 空気圧縮機（エアコンプレッ

サ）、塗装機、真空機器の製
造・販売

安
全
衛
生
、作
業
効
率
向
上
に
加
え

消
費
電
力
削
減
効
果
も
得
ら
れ
る

アネスト岩田株式会社

生産部
生産技術グループ
マネージャー

箭内 一美氏

生産部
生産技術グループ
主事

能勢山 貞雄氏

加工現場のオイルミストを削減
クリーンな作業環境を実現する
空気圧縮機、塗装機、真空機器の製造・販売で知られるアネスト岩田。同社では、密閉された作業現場に設置した工作機械
から空気中に飛散するオイルミストの削減が、従業員の安全衛生の観点で重要な課題となっていました。これに対し、静電式
電気集塵機を導入することで、作業現場のクリーン化を実現。同時に、作業担当者の生産性向上にもつながっています。

ア
ネ
ス
ト
岩
田
株
式
会
社

FIELD
納 入 事 例

生産部
本体生産課
課長

高橋 啓次氏

取締役
生産部
部長

平瀬 彰氏

用語解説

＊1:マシニングセンタ
自動工具交換機能を持ち、目的に合わ
せてフライス加工・中ぐり加工・ねじ立
てなどの異種の加工を1台で行える工作
機械。主に切削加工を目的としており、
工具マガジンには多数の切削工具を格
納、コンピュータ制御によって工具を自
動的に交換して加工を行うことができる。

＊2:オイルミスト
工作機械での切削加工に際して、工具
と加工物である金属の間の摩擦抑制、
冷却を行うために用いられる水溶性切削
油などが、加工の過程で霧状になって
空気中に飛散したもの。

＊3:5S
職場環境を改善するためのスローガン。
整理・整頓・清掃・清潔・しつけの5項
目の頭文字から5Sと呼ばれ、職場環境
の美化やモラルを向上させることにより、
従業員の意識改善や、問題点が見えや
すくなり、業務効率が改善するメリットが
あると考えられる。

工
作
機
械
加
工
現
場
の
恒
温
室
化
に
伴
い

電
気
集
塵
機
の
導
入
を
検
討

現
場
で
の
実
機
検
証
を
通
し
て

そ
の
効
果
を“
肌
”で
感
じ
る

1  アネスト岩田の本社敷地内には、「コミュニケーション ラボ＆ショー
ルーム」が設置されており、ショールームではアネスト岩田の最新ラ
インアップに加え、同社の歴史を支えてきた製品の数々が展示され
ている。

2  TRIONが設置された現場の様子。3台のTRIONがマシニングセンタ
にダクトを介して直接つながれ、オイルミストの集塵を行っている。    

2

1

MC1 MC2 MC3
❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼ ❽

■TRION設置前後での浮遊オイル濃度の変化
A社フィルタ式集塵機（計4台）

B社電気集塵機（計3台）

山武製TRION（計2台）

※TRION設置前は
　現在のA社集塵機（4台）
　及びB社集塵機（3台）を
　すべて運転した状態にて測定

※TRION設置後は
　TRION稼働状態で測定
　現在のA社集塵機（4台）
　及びB社集塵機（3台）を
　すべて停止

測定個所

（単位：mg/㎥）

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
平均

0.24 0.08 -66.7％
0.25 0.12 -52.0％
0.26 0.15 -42.3％
0.23 0.16 -30.4％
0.28 0.10 -64.3％
0.30 0.10 -66.7％
0.27 0.11 -59.3％
0.24 0.15 -37.5％
0.26 0.12 -53.1％

TRION設置前 TRION設置後 浮遊オイル濃度
低減率

2009年2月に実施された2回目の実証実験における浮遊オイ
ル濃度の計測結果。TRION設置前と設置後では、計測した8
地点平均で53％以上の浮遊オイル濃度の低減が見られた。
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こ
の
よ
う
に
、風
通
し
の
良
い
、両
社
が

強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
環
境
を
作

る
こ
と
で
、プ
ラ
ン
ト
全
体
が
常
に
前
向

き
に
、し
か
も
緊
張
感
の
あ
る
形
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
」（
塚
本
氏
）

　

こ
う
し
た
中
、竣
工
し
て
20
年
近
く

が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、設
備
の
更
新

に
着
手
。ま
ず
設
備
管
理
の
中
心
と
な

る
中
央
監
視
装
置
更
新
の
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。今
ま
で
利
用
し
て
き
た
中

央
監
視
装
置
は
運
転
デ
ー
タ
の
取
り
出

し
や
デ
ー
タ
の
再
利
用
な
ど
に
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

熱
供
給
で
は
、こ
の
課
題
の
解
決
と
と

も
に
、機
械
室
の
情
報
を
速
や
か
に
伝

達
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
運
転
情
報
が

収
集
・
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
選
定
要
件
に
盛
り
込
み
、コ
ン
ペ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

提
案
の
採
用
に
際
し
て
は
、各
施
設

が
必
要
な
分
だ
け
熱
源
を
作
る
と
い
う

き
め
の
細
か
い
プ
ラ
ン
ト
運
営
の
考
え

方
や
、中
規
模
で
設
備
の
個
別
運
転
が

可
能
な
計
装
の
た
め
、プ
ラ
ン
ト
全
体
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
と
い
う
特
性

を
踏
ま
え
、各
社
を
比
較
検
討
。そ
の
結

果
、コ
ス
ト
面
だ
け
で
は
な
く
、今
ま
で

の
山
武
と
の
信
頼
関
係
や
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄

積
の
実
績
か
ら
、建
物
管
理
シ
ス
テ
ム

savic-net
T

MFX

が
最
適
だ
と
判
断
、

導
入
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
抱
え
る
横
浜
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
熱
供
給
で
は
、プ
ラ
ン
ト

の
運
転
を
止
め
る
こ
と
の
な
い
更
新
計

画
を
立
て
、作
業
を
順
調
に
進
め
ま
し

た
。２
０
０
９
年
5
月
にsavic-net 

FX

の
導
入
が
完
了
し
、本
格
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
た

め
、新
シ
ス
テ
ム
に
も
あ
え
て
人
の
手
に

よ
る
運
転
が
で
き
る
部
分
を
残
し
、き

め
細
か
な
調
整
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」（
島
尾
氏
）

　

ま
た
、監
視
画
面
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま

で
の
見
せ
方
を
踏
襲
し
て
お
り
、分
か
り

や
す
く
、運
転
し
や
す
い
と
好
評
で
す
。

「
運
転
デ
ー
タ
も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し

て
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、ほ
か

で
の
デ
ー
タ
利
用
や
検
証
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。特
に
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
C
O
2

削
減
に
取
り
組

ん
で
い
く
中
で
、熱
の
発
生
量
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分

か
る
こ
と
は
運
転
と
管
理
を
す
る
上
で
、

大
変
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」（
小
川
氏
）

　

同
社
で
は
、2
0
1
0
年
に
高
効
率

の
吸
収
式
冷
凍
機
2
台
、2
0
1
1
年

に
は
タ
ー
ボ
式
冷
凍
機
2
台
の
導
入
を

計
画
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
、

98
％
と
、限
り
な
く
1
0
0
％
に
近
づ

く
見
込
み
で
す
。

「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
熱
源
方
式
で
運
用
改

善
を
積
み
重
ね
、首
都
圏
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」（
塚
本
氏
）

　

今
ま
で
、主
に
人
の
介
在
で
最
適
な

運
転
を
し
て
き
た
横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ク
熱
供
給
で
す
が
、今
後
、ほ
か
の
熱
源

設
備
を
更
新
す
る
中
で
、時
代
の
流
れ

も
あ
り
、完
全
な
自
動
化
設
備
の
導
入

も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。そ
の
際
に

は
、単
純
な
自
動
化
を
行
う
の
で
は
な

く
、20
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
て
き
た
き
め

細
や
か
な
手
動
操
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

新
設
備
の
中
に
織
り
込
み
、よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
運
転
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「savic-net FX

の
画
面
に
は
、運
転

に
必
要
な
デ
ー
タ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、オ
ペ
レ
ー
タ
に
対
し
て
、必
要

な
情
報
を
ど
れ
だ
け
正
確
か
つ
迅
速
に

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。こ
れ
か
ら
、年
間
の
四

季
を
通
し
た
運
用
の
中
で
検
証
を
行

い
、さ
ら
に
運
用
し
や
す
い
も
の
に
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
柳
楽
氏
）

　

最
重
要
の
課
題
で
あ
る
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
C
O
2

削
減
を
さ
ら
に
推
進
し
よ

う
と
す
る
横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
熱
供

給
に
と
っ
て
、山
武
の
常
駐
管
理
に
対
す

る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
熱
供
給
株
式

会
社
は
総
開
発
面
積
13
万
平
方
メ
ー
ト

ル
、床
面
積
24
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有

す
る「
横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク（
以
下

Y
B
P
）」の
地
域
冷
暖
房
＊1

を
担
う
熱

供
給
会
社
で
す
。

　

高
層
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
複
合
施
設
を
持
つ
Y
B
P
の
地

域
冷
暖
房
は
、電
力
と
都
市
ガ
ス
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
熱
源
方
式
＊2

で
、24
時
間
3
6
5

日
、施
設
全
体
に
冷
暖
房
・
給
湯
用

熱
源
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

地
域
冷
暖
房
を
導
入
し
て
い
る
施
設

の
中
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

ケ
ー
ス
は
珍
し
く
、快
適
な
環
境
の
提

供
だ
け
で
な
く
、精
密
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
も
支
え
る
高

品
質
な
プ
ラ
ン
ト
運
転
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
は
中
規
模
で
す
が
、

非
常
に
高
い
熱
効
率
を
実
現
し
て
い
る

の
が
大
き
な
特
長
で
す
。冷
熱
、温
熱
を

合
わ
せ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

＊3

は

2
0
0
7
年
度
91
％
、翌
2
0
0
8
年

度
94
％
と
、東
京
都
内
の
地
域
冷
暖
房

の
平
均
75
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま

す
」（
塚
本
氏
）

　

高
品
質
で
高
い
熱
効
率
を
実
現
し
て

い
る
秘
訣
は
、自
動
化
に
頼
り
き
る
の
で

は
な
く
、自
動
制
御
と
設
備
の
持
っ
て
い

る
特
性
を
う
ま
く
活
か
し
た
人
の
手
に

よ
る
き
め
細
か
な
運
転
の
組
合
せ
に
あ

り
ま
す
。プ
ラ
ン
ト
は
竣
工
以
来
、横
浜

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
熱
供
給
が
全
体
の
運

用
管
理
を
行
い
、山
武
の
設
備
管
理
員

が
現
地
に
常
駐
し
、設
備
運
転
管
理
と

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
体
制
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
山
武
に
は
全
体
を
把
握
し
て
い
る
管
理

者
を
必
ず
1
人
は
置
い
て
も
ら
い
、ほ
か

の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
示
徹
底
を
図
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ボ
イ
ラ
や
冷
凍
機

な
ど
の
機
器
に
詳
し
い
山
武
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
、設
備
の
効
率
運
転
に
つ
い
て
提
案

を
受
け
る
な
ど
、様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
」（
塚
本
氏
）

　

さ
ら
に
、よ
り
効
率
的
な
運
転
の
た
め

に
、前
年
に
実
施
し
た
内
容
を
確
認
す
る

夏
前
と
冬
前
の
勉
強
会
や
、夏
に
向
け
て

山
武
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
同
で
行
う
冷
凍

機
の
チ
ュ
ー
ブ
の
状
態
確
認
、能
力
測
定

や
清
掃
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
現
場
で
の
問
題
点
や
課
題
が
あ
る
場

合
は
山
武
の
設
備
管
理
員
に
提
案
し
て

も
ら
い
、そ
れ
を
必
ず
改
善
す
る
こ
と

で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
ま
す
。

所　在　地：神奈川県横浜市保土ヶ谷区
　　　　　　神戸町134番地
設　　　立：1987 年 4月
事業内容：�冷暖房・給湯用熱源の供給

による横浜ビジネスパーク
の地域冷暖房

savic-net FX

で

さ
ら
な
る
高
効
率
の
運
転
を
目
指
す

用語解説

横浜ビジネスパーク
熱供給株式会社

技術部
課長代理

小川 至仁氏

技術部
課長代理

柳
な ぎ ら

楽 孝史氏

横浜ビジネスパークの地域冷暖房を担う横浜ビジネスパーク熱供給では、さらなる熱の安定供給と高品質なプラン
ト運転を目的に中央監視装置を更新。山武の設備管理員による20年にわたる常駐管理のノウハウと最新の中央
監視装置の能力をフルに活かし、首都圏トップクラスのエネルギー効率のプラントを目指しています。

横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
熱
供
給
株
式
会
社

FIELD
納 入 事 例

技術部
課長代理

島尾 幸久氏

取締役
技術部長

塚本 秀之氏

＊1:地域冷暖房
一定地域内の建物群に熱供給設備（プ
ラント）から冷水・温水・蒸気などを地域
導管を通して供給し、冷房・暖房・給湯
などを行うシステム。

＊2:ベストミックス熱源方式
電気とガスがそれぞれ持つエネルギー特性
の長所を組み合わせて、効率よく熱を生
産する方法。

＊3:総合エネルギー効率
総合エネルギー効率＝販売熱量／投入エ
ネルギー。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
94
％
を
実
現
す
る

優
良
熱
供
給
プ
ラ
ン
ト

竣
工
以
来
、山
武
が
常
駐
管
理
し
、

き
め
細
か
く
運
転

1��横浜ビジネスパーク熱供給のプラント内。広い地下のスペースに各種冷凍
機、ボイラが整然と配置されている。

2���山武の設備管理員が、プラント内でターボ冷凍機の運転状態を記録する。
3���更新工事にて、中央監視室に設置された中央監視装置savic-net�FX。���
山武の設備管理員が常駐し、設備の運転管理を行っている。
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20年にわたるプラント管理のノウハウと
最新設備導入で、首都圏トップクラスの効率を目指す



　
「
人
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
」と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
ビ
ル
空
調

を
総
合
的
に
管
理
す
る
機
器
・
シ
ス
テ

ム
の
開
発
か
ら
製
造
、販
売
、施
工
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
至
る
一
貫
し
た
事
業
を
展

開
す
るazbil

グ
ル
ー
プ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
。そ
の
中
核

を
担
っ
て
い
る
の
が
山
武
の
ビ
ル
シ
ス
テ

ム
カ
ン
パ
ニ
ー（
以
下
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）で
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｓ
Ｃ
で
は
、
建
物
の
温
湿

度
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
空
調
制
御
の

分
野
を
基
幹
に
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
、
改
め
て「
環

境
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事
業
領
域
を
拡

充
し
、「
環
境
制
御
メ
ー
カ
ー
」へ
の
変

革
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
1
つ
目
の
取
組
み
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
負
荷
低
減
を
目
的
と
し
た
環
境

管
理
で
す
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
も
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
低
炭
素
化
社
会
の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
省
Ｃ
Ｏ
２

商
品
を
、こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、
当
社
が
以
前
か
ら
提
供
し
て
き
た

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
）を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
建
物
管

理
シ
ス
テ
ム
や
汎
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
各

種
セ
ン
サ
、バ
ル
ブ
な
ど
の
各
製
品
を
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
高

機
能
化
、イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
す
る
た
め

の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
２
０
０
９
年
4
月
に
は
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法

律
」（
省
エ
ネ
法
）が
改
正
施
行
さ
れ
、エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
単
位
が
従
来
の
工
場

や
事
業
所
単
位
か
ら
、
企
業
全
体
へ
と

変
更
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、
企
業

は
自
社
の
本
社
、工
場
、支
店
、営
業
所
な

ど
を
一
括
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
や

Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
が

「
Ｃ
Ｏ
２
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
Ａ
Ｓ
Ｐ
型
の

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、全
国
に
点
在
す
る
建

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
Ｃ
Ｏ
２

の
総
量
管
理

を
統
合
的
に
行
え
る
仕
組
み
を
用
意
。

事
業
所
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
外
部
の
ビ

ル
に
入
居
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
も
、

専
用
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
端
末
を
設
置
し
、そ

こ
か
ら
必
要
な
情
報
を
セ
ン
タ
ー
側
に

送
信
す
る
と
い
う
方
法
で
、
会
社
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
を
見
え
る
化
し
て

管
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
Ｂ
Ｓ
Ｃ
で
は
、サ
ー
バ
、マ
シ

ン
ル
ー
ム
に
お
け
る
熱
だ
ま
り
な
ど
の

課
題
を
解
消
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
先
ご
ろ
、
米
国

デ
ィ
グ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
社
の
製
品

「A
daptivC

O
O

L

」の
国
内
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
た
め
の
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
、マ
シ

ン
ル
ー
ム
内
の
熱
気
流
を
検
証
し
、
そ
の

分
析
結
果
に
沿
っ
て
、
床
や
天
井
に
設
置

し
た
フ
ァ
ン
の
回
転
、
角
度
を
適
切
に
制

御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
だ
ま
り
や
冷
や

し
過
ぎ
の
問
題
を
解
消
。最
適
な
温
熱
環

境
と
省
電
力
を
併
せ
て
実
現
し
ま
す
。

人を中心としたオートメーションを目指して Mind
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ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
分
野
で

お
客
さ
ま
の
取
組
み
を
強
力
に
支
援
す
る
一
方
、

人
々
が
安
全・快
適
に
作
業
で
き
る
環
境
を
徹
底
追
求
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
に
も
注
力
し
な
が
ら
、

景
気
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
強
靱
な
企
業
体
質
を
目
指
す
。

C
S
R
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る

企
業
の
省
エ
ネ
対
策
を
強
力
に
支
援

　

2
つ
目
は
、執
務
・
生
産
空
間
の
環
境
制

御
で
す
。こ
の
領
域
で
は
、
従
業
員
が
安

全
・
快
適
に
効
率
良
く
作
業
で
き
る
環
境

を
追
求
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、主
に
研
究

所
な
ど
厳
密
な
室
内
圧
・
静
圧
の
制
御
が

求
め
ら
れ
る
環
境
に
対
し
て
は
、米
国
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
社
の
バ
ル
ブ

に
Ｂ
Ｓ
Ｃ
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
し

た
き
め
細
や
か
な
制
御
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、研
究
開
発
者
た
ち
に
安

心
・
安
全
な
作
業
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。最
近
で
は
、同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
製
薬

会
社
な
ど
の
製
造
現
場
に
も
浸
透
し
て
き

て
お
り
、さ
ら
に
広
範
な
分
野
で
の
適
用

可
能
性
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、先
ご
ろ
、山
武
で
は
光
学
・
バ
イ

オ
技
術
に
強
み
を
持
つ
米
国
バ
イ
オ
ビ

ジ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
株
式
の
70
％

を
取
得
し
ま
し
た
。同
社
の
開
発
し
た
細

菌
セ
ン
サ
で
は
、こ
れ
ま
で
人
手
を
介
し

て
1
週
間
程
度
の
時
間
を
要
し
た
、
空

間
に
浮
遊
す
る
微
生
物
の
検
知
が
瞬
時

に
行
え
、
例
え
ば
製
薬
会
社
や
食
品
会

社
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
無
菌
室

で
作
業
を
行
う
よ
う
な
お
客
さ
ま
に
は
、

製
品
品
質
の
向
上
や
作
業
者
の
環
境
改

善
な
ど
、
多
大
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
う
し
た
厳
密
な
空
気
環

境
が
求
め
ら
れ
る
分
野
に
限
ら
ず
、一
般

的
な
執
務
環
境
に
関
し
て
も
、
部
屋
全
体

と
い
う
大
き
な
空
間
単
位
だ
け
で
な
く
、

も
う
少
し
狭
い
空
間
、
例
え
ば
体
感
温
度

な
ど
の
感
覚
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
個
々

の
従
業
員
単
位
の
快
適
さ
を
追
求
す
る

と
い
う
こ
と
も
、
作
業
の
効
率
性
向
上
と

い
う
観
点
で
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
次
世
代
の
空
気
環
境
実
現
に

向
け
た
研
究
も
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
環
境
制
御
メ
ー
カ
ー
へ

の
変
革
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
が
海
外
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
す
。そ
こ
で
特
に
重

要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
、
各
国

の“
ロ
ー
カ
ル
”な
市
場
に
、い
か
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。と
い

う
の
も
、こ
れ
ま
で
我
々
の
海
外
に
お
け

る
売
上
の
約
半
分
は
日
系
企
業
が
占
め

て
お
り
、
海
外
で
は
建
築
流
通
の
あ
り
方

が
日
本
と
は
異
な
る
と
い
う
難
し
さ
も

あ
っ
て
、
現
地
企
業
と
の
直
接
取
引
が
な

か
な
か
進
ま
ず
、
市
場
に
深
く
入
り
込
め

て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
般
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
企
業

の
エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
タ
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
社
と
の
販
売
店
契
約
締
結
を
は
じ
め
、

２
０
０
９
年
4
月
に
は
韓
国
Ｎ
ｏ
・
１
の

設
計
事
務
所
で
、仁
川
国
際
空
港
や
韓
国

総
合
貿
易
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
計
を
手
が

け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
韓
一
Ｍ
Ｅ
Ｃ

（H
anil M

echanical &
 Electrical 

Consultants
）社
と
の
間
に
出
資
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、当
社
の

現
地
法
人
ア
ズ
ビ
ル
韓
国
の
流
通
面
で
の

強
化
が
期
待
さ
れ
、安
定
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
基

盤
の
構
築
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
社
が
ロ
ー
カ
ル
市
場
に
対
し

て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

例
と
し
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。去
る
２
０
０
９
年
5
月
に
は
、

当
社
の
現
地
法
人
で
あ
る
ア
ズ
ビ
ル
・
ベ

ル
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
、
現
地
のA

pi 

M
erta G

raha

社
か
ら
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
統
合
型

ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
一
括
受

注
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル「The 

Energy

」も
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
ケ
ー
ス
を
踏
ま
え
な
が
ら
、今
後
も
よ

り
多
く
の
国
々
に
お
い
て
ロ
ー
カ
ル
市
場

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
体
制

の
強
化
、人
材
育
成
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
す
る
不

況
が
長
引
く
中
、我
々
Ｂ
Ｓ
Ｃ
で
は
、以

上
の
よ
う
な「
環
境
」事
業
の
拡
充
、
及

び
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
な
ど
を
通
じ

て
、景
気
変
動
に
も
左
右
さ
れ
な
い
、よ

り
強
靱
な
企
業
体
質
と
い
う
も
の
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
飛
躍
の
カ
ギ
を
握
る

“
ロ
ー
カ
ル
”市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「環境制御メーカー」への
変革を目指して

株式会社 山武　
取締役執行役員専務
ビルシステムカンパニー
社長

斉藤 清文

執
務
・
生
産
空
間
の
安
全・快
適
を
追
求

お
客
さ
ま
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
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新型差圧・圧力発信器「AT9000 Advanced Transmitter Model GTX」
日本国内で販売開始
～プラントの安全計装と世界最高レベルの性能を実現～
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品
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株式会社 山武商会は、施設入場者の体表面温度の
モニタリングを目的としたサーモグラフィユニット

「TGU320」の販売を開始しました。
TGU320は、企業・組織のBCP（事業継続計画）の一
環として、入場者のスクリーニングを行うことを目的とし
た商品です。入場者が発熱などに伴う高温の体表面
温度を示していないかを判断し、マスク着用の指導や
入場制限などの対応を行えるようにします。
体表面温度は周囲環境温度の影響を受けて変動する
ため、高温と判断するための客観的な基準温度があり
ません。この課題への対応としてTGU320には、その環
境での入場者の体表面温度を計測し、その平均値を基
にして基準温度を定める機能が搭載されています。

体表面温度モニタリング用サーモグラフィユニット「TGU320」を販売開始

● 株式会社 山武商会　事業企画部　TEL：03 - 5961- 2153

【特長】
■安全計装システムを実現するため、差圧・圧力発信

器にはIEC61508に基づいた設計が必要となりま
す。このIEC61508はコンセプト段階から安全設計
に対する厳しい要求事項がありますが、AT9000 
Model GTXはこれらの要件を満たしており、今後
重要性が高まる安全計装システムへの適用が可
能です。

■当社独自開発の新型複合半導体センサの採用に
より、ゼロ点ドリフト±0.1%／10年間の長期安定
性を実現しました。プラントの保守費用の削減に貢
献いたします。

■応答時間100ms以内の高速応答を実現し、マイコ
ンを搭載した発信器ではこれまで実現が困難であっ
たアプリケーションにも適用が可能です。
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山武瑞穂で既設電磁流量計の引取り校正を開始

山武ケアネット、本社を移転

株式会社 山武は、2009年5月に本格稼働した電磁
流量計の最新鋭一貫生産工場である株式会社 山武
瑞穂で、2009年10月よりお客さまの現場で使用され
ている既設山武電磁流量計の引取り校正を標準化し
開始します。

“流量計は新たに購入できないが、流量計の精度を確
認し、長期的に正しく使用したい”“生産設備にある電
磁流量計を定期的に校正をして、装置を納めるエンド
ユーザーへの精度の信憑性を確保したい”などのニー
ズにお応えします。

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター　TEL：0466 - 20 - 2143

● 山武ケアネット株式会社　TEL：03 - 5718 - 5100

入場者のスクリーニングを容易に行うため、TGU320
は以下の特長を有しています

【特長】
① 高温体表面部分をモニタ上で色分け表示
② 高温を検知した際に、警報表示灯とブザーでアラー

ム通知
③サーモグラフィ画像とCCDカメラ画像を同時表示す

ることで、高温を示す入場者を容易に識別
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2009 住まいのジャンボ見本市 第52回 紙パルプ技術協会年次大会

関西グランドフェア2009 びわ湖環境ビジネスメッセ2009

会　　期：10/3（土）～10/4（日）
時　　間：10/3　11:00～18:00　
　　　　  10/4　10:00～16:00
会　　場：花博記念公園内 水の館ホール
主　　催：株式会社 昭栄
入 場 料：無料
出展内容：水道メーター、電池式電磁水道メーターなど

会　　期：10/7（水）～10/8（木）
時　　間：10/7　9:00～18:00　
　　　　  10/8　9:00～16:00
会　　場：夢メッセみやぎ
主　　催：紙パルプ技術協会
入 場 料：無料
出展内容：監視制御システム、電磁流量計、蒸気流量

計など

会　　期：10/16（金）～10/17（土）
時　　間：10/16　10:00～17:00　
　　　　  10/17　9:30～17:00
会　　場：インテックス大阪
主　　催：ユアサ商事株式会社
入 場 料：無料
出展内容：水道メーター、電池式電磁水道メーターなど

会　　期：10/21（水）～10/23（金）
時　　間：10:00～17:00（最終日は16:00終了）
会　　場：滋賀県立長浜ドーム
主　　催：滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会
入 場 料：無料
出展内容：CO2マネジメントシステム、国内クレジット制

度、エネルギー管理・解析システム、エアー
漏れ検知ツール、赤外線サーモグラフィなど

● 株式会社 金門製作所　大阪支店3グループ
　TEL：06 - 4308 - 8501

● 株式会社 山武
　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター
　TEL：0466 - 20 - 2143

● 株式会社 金門製作所　大阪支店3グループ　
　TEL：06 - 4308 - 8501

● 株式会社 山武
　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部
　TEL：03 - 6810 - 1112
● 株式会社 山武
　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター
　TEL：0466 - 20 - 2143
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計測自動制御学会「フェロー」称号を受賞

株式会社 山武 アドバンスオートメーションカンパニー 
マーケティング部 奥津良之が、社団法人 計測自動
制御学会（以下、SICE）の「フェロー」の称号を拝受し
ました。

「フェロー」とは、研究・開発・教育啓蒙・管理運営
などの活動を通じて、学会の関与する分野の学問・
技術の発展において優れた業績を挙げた学会員に与
えられる称号です。SICEでは、1988年より称号を授
与しており、現在までに124名が受賞しています。奥
津は、azbilグループとしては初のフェロー受賞者となり
ました。
今回は、奥津の大学教員時代から現在に至るまでの
コントロールバルブに関する研究、開発、学会活動、
国際規格活動、技術者教育などが高く評価され受賞
することとなりました。

azbilグループのライフオートメーション事業を展開して
いる山武ケアネット株式会社は、本社を移転しました。

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ
　TEL：03 - 6810 - 1006　

【特長】
■お客さまの指定流速にて校正を実施します。
■ 幅広い流速範囲に対応し、お客さま指定流速に柔

軟に対応します。ポンプなどで流速を確保するのでは
なく、日本で最高レベルの設備であるオーバーヘッド
タンクを用いた質量法による日本最高レベルの校正
を実施します。

　①口径15〜200mm：流速8m/sまでの流速で校正
　可能です。

　②口径2.5〜10mm、250〜600mm：流速5m/sま
　での流速で校正可能です。

※TGU320は医療器具ではありません。医療を目的とした用途での使用
はできませんので、あらかじめご了承ください。

〒143-0023
東京都大田区山王1-3-5　NTTデータ大森山王ビル
TEL：03-5718-5100
FAX：03-5718-5300

14　　　 Oct.200915 Oct.2009 
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